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香川スクールソーシャルワーカー協会

2018年度 スクールソーシャルワーカー養成講座

9月に4日間にわたって、スクールソーシャルワーカー養成講座が開かれました。2年ぶりの開催とあって、
県外からも多数の参加がありました。

今年の養成講座は、NPO法人 修復的対話フォーラムの山下 英三郎氏をお迎えし、修復的アプロー

チについて学ぶことを主とし、そのほか香川県教育委員会の指導主事や協会員による講義や演習あ
りと、充実した内容となりました。さらに、入門講座では高知県立大学の西梅 幸治准教授によるスクー

ルソーシャルワーク概論が展開され、スクールソーシャルワーカーとしての視点を確認することができ
ました。

山下氏は、刑事司法分野における修復的アプローチをソーシャルワーク技法として取り入れた実践
を行っています。氏の提唱する修復的アプローチは、いじめの被害者と加害者が直接対面して、話し
合うことで根本的な解決を図ろうとするもので、今回の養成講座では講義編とワークショップ編が組ま
れており、参加者はロールプレイを通して、実践について学びました。また、海外の矯正施設の現場で
の修復的アプローチの実際をビデオで視聴することもでき、大変勉強になりました。

9月8日 西梅先生 懇親会

西梅先生を囲む会は入門講座1日目に、丸亀市の「ごちそうくらぶ BEAMY」にて開催され、山下先生を囲
む会は入門講座最終日に、丸亀市の「創作料理 ひらた」にて開催されました！

9月22日 山下先生 懇親会

養成講座 ギャラリー

講義では聞けない、プライベートから
ソーシャルワーク実践までお伺いできま
した。協会員や参加者の親睦の場にも
なりました。次回はみなさんも、ぜひご
参加ください。



いよいよ今年も押し迫って参りました。皆様、いかがお過ごしでしょうか。現職会員の皆様のご協力をもちまして、無事に実践活
動報告集が完成いたしました。ありがとうございます。また、引き続き、ニュースレターの内容について、皆様のご意見ご感想、「投
稿のひろば」へのご投稿を編集広報委員一同、お待ちしております。
来年は「平成」が終わり、新しい元号がスタートする年でもあります。私たちもさらに、編集広報活動に精一杯つとめて参りたいと
思いますので、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
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2018年度 香川スクールソーシャルワーカーセミナー

今年度の香川SSWセミナーは基調講演に福岡市教育委員会のSSWerとしてご活躍中の坂本美沙氏を

お迎えし、メゾ、マクロの実践に焦点を当て学びを深めました。また、基調講演に先立ち、四国学院大学
社会福祉学部の教授、富島喜揮氏から、客観的なアセスメント法としてご講演いただくプレ企画も開催
されました。

11月17日 坂本美沙さんを囲む会

香川SSWセミナーの開催後、宇多津町のLunch＆Dining Spain にて、懇親会が開かれました。

セミナーの講師を務められた福岡市の新進気鋭
のSSWerである坂本氏を囲んで、本協会の若い会
員SSWerも参加した楽しい会となりました。福岡と香
川のスクールソーシャルワークの実践やSSWerの

雇用環境など、さまざまな情報交換とともに、美味
しい食事をいただく有意義な時間がもたれました。

Facebookはじめましした

今年8月、香川スクールソーシャルワーカー協会のFacebookを立ち上げました。
現在は、行事等の告知が主ですが、ぜひ一度ご覧になってみてください。

11月17日（土）、ユープラザうたづで本協会主催スクールソーシャルワークセミナーを開催しました。

基調講演のなかで坂本氏は別室投稿児童の事例をあげ、「保護者を孤立させず、相談できる場をつくること
は子どもにとってもプラスになる」と見立て、フォーマルな社会資源だけに頼らない、地域のもつ力を活かすメ
ゾレベルでの実践を紹介されました。また、SSWerの役割のひとつとして、「既存のものだけに子どもや保護者
をあてはめようとしない」ことを挙げられ、常にアウトリーチをこころがけ、声をあげにくい人のSOSをひろう実践

をされていることがお話から伺えました。
午前中には、富島氏から「生活支援のためのリスクアセスメント・チェックリスト活用マニュアル（かがわ版）
が配布され、実際に事例にそってチェックしていく時間がとられ、大変勉強になりました。
今回のセミナーは、県外からも現職のSSWerの参加が複数あり、グループワークの時間には活発な意見交

換がみられ、参加者からは「グループワークの時間が足りなかった。もっといろいろなことを共有したい」という
ご意見をいただきました。


